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実験の結果、高頻度バースト活動（High Frequency Burst, HFB）中の DIV 21～DIV 28 で特徴
的なパターンが観察され、神経活動の時空間パターンの分類クラスタ数は増加した。またこのクラ
スタの階層数は培養日数依存的に増加し、特に HFB 後の DIV 35 から大きく増加した。その後、活
動パターンは一定のクラスタ数で推移し、比較的安定することが明らかになった。また電気刺激入
力に対する誘発応答では、刺激直後に特定の活動パターンが出現しやすくなり、その特定の活動パ
ターンは培養日数に依存して変化することを明らかにした。 
神経活動パターンをクラスタリング手法で分類することで、神経回路網の情報表現としての神経
活動の時空間パターンを記述する手法を開発した。継続的階層クラスタリングは、神経活動パター
ン時系列変化とその階層性を解析するのに有効である。 
 
 
